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理事会役員交代のお知らせ 

セントラルケンタッキー日本人補習校 学校だより        令和６年 8 月３１日 

  第 1６号 

校長 岡野真弓 

ckjs-office@ckjs.org 

幼稚部さくら組の副担任になりました髙河有里です。 

ケンタッキー大学で Medical lab Science を勉強しています。子供たちと

楽しく遊んで学ぶことを楽しみにしています。よろしくお願いします！ 

事務室 図書室閉室のお知らせ 

9 月 3 日（火）は、ＬＡＢＥＲ ＤＡＹの代休のため、事務室、図書室が閉室となります。緊急のご連絡は 

メールでお願いいたします。ckjs-office@ckjs.org ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。 

mailto:ckjs-office@ckjs.org


2021年 2月より理事をおつとめいただいた Topy America,Inc.の松本 稔様がご帰国のため退

任されました。長きにあたり本校の教育のためご尽力いただき、誠にありがとうございました。

今後のご多幸とご活躍を心よりお祈りいたします。 

後任には、同じく Topy America,Inc.より吉田 淳男様が就任されます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

６年生国語「本の紹介」 

６年生は「本の紹介」をしていました。それぞれ１冊の本を選び、あ

らすじやおすすめポイント、感動したところをスピーチします。「かが

みの孤城」「ハリーポッターと賢者の石」「ワンピース」などについて熱

く語っていました。アメリカにいながらも日本の本に触れ、日本の言葉

で読書をしている児童がたくさんいることに感心しました。準備した原稿を見ながら発表する児童

はとても落ち着いていて、ハキハキとしたスピーチで素晴らしかったです。また、何も見ずに自分

の考えを発表できる児童もいて、これも素晴らしかったです。 

   

 

４年生国語「接続のことば」 

４年生の教室では、国語で「接続のこ

とば」を学習していました。「だから」

「それで」「それに」などの接続後を文

章に合わせて選んでいました。たくさ

ん手が挙がり、みな自信をもって学習していました。子どもたちの作文で、「なので」「あと」を使うこと

がありますが、接続語にしないよう先生が指導していました。【例１ 今日は雨だ。なので、傘を持ってい

く。（だから が正しい）】【例２ 今日は寒い。あと、雪も降っている。（そのうえ がよい）】 



１年１組道徳「金のおの」 

 

校長の授業による道徳が行われました。テーマは「うそやごまかしをせず明るい気持ちで生活する」で

す。はじめに「木こり」「おの」について説明し、実際に持って、どんなものか体験しました。それから物

語を聞き、自分だったらどうかを発表し合いました。「使い慣れた自分のおのを返してほしい」「金のおの

をもらってしまったら、それは神様か、だれか他の人のものなので、その人に申し訳ないからもらえな

い」など、たくさんの意見が出ました。道徳は、自分を見つめ自分の考えをもち他の人の多様な意見を聞

くというねらいがあります。１年１組は全員「もとの斧を返してほしい。正直に言う。」と言っていまし

た。 

第３回避難訓練（ロックダウン）を実施しました 

今年度３回目、ロックダウンとしては２回目の避難訓練を実施しまし

た。トランシーバーによる通報の跡、教室内でドアから見えないとこ

ろで隠れ、電気を消しドアや窓のブラインドを下ろし静かにします。

全学級とも真剣に実施することができました。図書室やカフェテリア

のお当番の保護者の方々もご協力いただきありがとうございました。

ちょうどその時に来校された方々は玄関前でお待ちいただきました。ご協力ありがとうございました。 

令和 6 年度 CKJS 杯 夏の思い出 短歌・俳句コンクール 

8 月２４日に締め切りとなった当コンクール、応募数は下記のとおりでした。力作ぞろいで感動しました。全作

品を学習発表会に掲示予定です。各部門ごとに各賞をもうけ、表彰予定です。どうぞお楽しみに。 

小学校低学年（１～２年）の部 短歌  ５首 俳句 １３句 13 名参加 

小学校中学年（３～４年）の部 短歌 １４首 俳句 １４句 13 名参加 

小学校高学年（５～６年）の部 短歌  ３首 俳句  ６句  6 名参加 

中学生以上（中学 1 年～高校 3 年）の部 短歌 ３０首 俳句 ２５句 38 名参加 



パリ パラリンピックに思う 

８月 11 日に閉会したオリンピックに続き、パラリンピックが開催

されます。パラリンピックはオリンピックよりも種目数が多いこと

をご存知でしょうか。オリンピックでは 329 種目に対し、パラリン

ピックでは 549 の種目が行われます。これは、各種目でさまざまな

クラス分けが行われていることによるもので、車いす使用者、視覚障がい者、義肢の使用、あるいは上肢ま

たは下肢障がい、知的障がい者など、可能な限り公平な競技環境を確保するために、異なる種目が多く設け

られています。たとえば、水泳では身体障がいで 10 段階、視覚障がいで 3 段階、そして知的障がいと全部

で 14 のクラスが存在します。それぞれに特別なルールもあり、たとえば視覚障がいのある選手は、フィニ

ッシュやターンの直前に棒（タッピングバー）で選手の身体をタッチすることで壁が近づいているのを選手

に伝えるタッパー（アシスタント）を置くことができます。前任校で、ゴールボールと車椅子バスケットボ

ールの選手を招き、体験学習を行いましたが、とても難しかったことを覚えています。 

【ゴールボール】ブラインドサッカーやゴールボールではボールに鈴を入れるなど、多くのスポーツが、障

がいのある選手向けに工夫されてい

ます。ボールはけっこう重く、投げる

のに力がいりました。相手側のゴー

ルに入れると得点になります。 

 

【車椅子バスケットボール】車いすバスケットボールのリングの高さは 3.05m。これは健常者のバスケッ

トボールとまったく同じ高さです。さまざまな障がいのある選

手たちが車いすに乗った状態でプレーするにもかかわらず、コ

ートもリングも、すべて標準的な FIBA サイズのままです。体

育専門の教員がゲームに挑戦しましたが、ゴールまでボールは

とても届きませんでした。それどころかドリブルさえもでき

ず、すぐにボールを取られていました。障がいにくじけず、鍛

錬を続けるアスリートは本当にすばらしいですね。 


